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　本研究は，2022年大学院授業「授業研究（社会）」の実践報告であるとともに，大学教員，大学院生そして現職教
員による，妖怪に関する民俗学等の研究成果を取り入れた小単元「妖怪は社会を『うつす』鏡」の開発研究である。
江戸時代以前においては，雷や豪雨，台風といった自然現象など，当時の人々にとって不可解な出来事を理解，説明
する為の存在として妖怪が信じられていた。江戸時代以降，妖怪は娯楽の対象としても捉えられ，すごろくやカルタ
などの玩具に妖怪の絵が描かれ，また歌舞伎の演目や文学小説にも妖怪を題材にしたものが作られた。現代において
は，アニメ「妖怪ウォッチ」に代表されるように，商業主義の考えから，妖怪がキャラクター化されている。このよ
うな妖怪の捉え方の変化の背景には，食料の収集が困難などの社会不安の中で，鬼などの妖怪が生まれたのだと理解
されてきたものが，戦乱も少なくなり，食料の収集も比較的容易となり，学問も発達した。その社会の変容が，人々
に心理的な余裕を与え，妖怪が娯楽としての意味合いも持つようになった。このような，人々の妖怪の捉え方の変化
とその社会的背景を関連させた小学校歴史単元の開発を行った。
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１．はじめに

　本稿は，大学院授業「授業研究（社会）」の継続的な
実践報告であるとともに，大学教員，大学院生，そして
現職教員による小単元「妖怪は社会を『うつす』鏡」の
開発研究でもある1）。千葉大学大学院教育学研究科授業
として，社会科教室は，毎年，「授業研究（社会）」（半期，
１単位）を開講してきた。2022年度は，小関悠一郞（歴
史学），戸田善治（社会科教育）の両名が担当した。
2022年度の受講生は，修士課程２年生１名，修士課程１
年生２名，千葉県内の公立小・中学校教諭６名の合計９
名であった。
　この授業では，受講生自身が教材研究を行い，小単元
学習指導案（３～４時間程度）や授業資料，ワークシー
トを作成してきた。科目等履修生として本授業を履修し
ている現職教員（長期研修生）は，小・中学校の教育課
程，児童・生徒の実態，教育現場の研究動向と研究成果
をふまえ，大学院生に適切な助言をしてきた。大学教員
は，受講生の主体性を尊重しつつ，専門的立場から，教
材研究，開発した小単元学習指導案の理論的・実践的意
義についての指導を行ってきた。
　検証授業は，千葉大学教育学部附属小学校・附属中学
校において，隔年で検証授業を行うことを基本としてき
た。本授業の最初の段階で，本年度は附属小学校で検証
授業を行う年であること，平成29年度改訂の小学校学習
指導要領・社会にこだわることなく小単元開発し検証授
業にかけることを伝えた。そして，受講生全員が自分が
「授業研究（社会）」で取り組みたいテーマや取り上げ
たい社会的事象，開発してみたい授業等について自由に
発表した。
　初期の段階では，マスツーリズム，江戸時代の旅行案
内書，道中記，妖怪，歌舞伎などが出された。受講生全
員で意見を出し合った結果，コロナ禍での移動制限，ア
マビエ，妖怪ウォッチなど，時事問題，子どもの興味関
心等の様々な観点からの意見が出されたが，最終的に，
小学校６年生を対象として，妖怪をテーマとする歴史学
習小単元開発を行うこととなった。

２．「怪異」「妖怪」に関する先行研究

⑴　民俗学の研究成果を取り入れた社会科教育実践研究
　社会科は，歴史学，地理学，経済学，政治学等のいわ
ゆる社会諸科学と密接な関係がある。ある時はそれらを
教育内容として，またある時は社会的な見方・考え方と
して，社会科はそれらの研究成果，研究方法論等を取り
入れ，社会科教育に関する諸理論を構築するとともに，
授業実践に反映されてきた。例えば，日本社会科教育学
会は，『社会科教育辞典』（2000年，ぎょうせい），『新版
　社会科教育辞典』（2012年，ぎょうせい）を刊行して
いるが，社会諸科学と社会科の関係について，以下のよ
うな項目を設定している。

第３部　現代社会からの発信
　第３章　社会科と関連諸科学
　　●心理学と社会科

　　●地理学と社会科
　　●歴史学と社会科
　　●政治学と社会科
　　●法学と社会科
　　●経済学と社会科
　　●社会学と社会科
　　●民俗学と社会科
　　●文化人類学と社会科
　　●哲学・倫理学と社会科
　　●国際関係論と社会科
� （＊この項目は『新版　社会科教育辞典』のみ）

　しかしながら，社会諸科学の中には，社会科との関係
性について，盛んに議論されているものと，そうとは言
えないものがある。その背景には，中学校社会科の分野
名，高校社会科あるいは地理歴史科や公民科の科目名が
影響していよう。
　中学校では，いわゆる系統学習が始まった1955年版『中
学校学習指導要領　社会』から，地理的分野，歴史的分
野，公民的分野（一時期は，政治・経済・社会的分野で
あった）という名称であった。また，高校では，科目名
は西洋史，東洋史，人文地理，時事問題からはじまり，
日本史，世界史，人文地理，地理，政治・経済，倫理・
社会，現代社会などであった。そのためか，分野名や科
目名に表れている歴史学や地理学等の社会諸科学と比較
すると，科目名や科目名に表れていない民俗学や文化人
類学は，その重要性は指摘されつつも，相対的に，研究
的関心が薄かったといえる。
　そもそも，日本社会科教育史をひもとくと，社会科と
民俗学は密接な関係にあった時期がある。日本民俗学の
創立者の一人として高く評価されている柳田国男は，
GHQ主導で日本に誕生した社会科に強い関心を持ち，
社会科に対して様々の提言を行うとともに，小学校社会
科教科書『日本の社会』（実業之日本社，1953年）を出
版した。民俗学を基盤として彼の社会科論は「柳田社会
科」とも呼ばれ，社会科解体論が主張されたり，脱イデ
オロギー時代のように社会科教育学界で，「成立時の社
会科とは何だったのか」「『今』必要とされている社会科
とは何か」が議論されるとき，日本型社会科のあるべき
姿の一つとして，民俗学との関係性に注目して，研究さ
れ続けてきた2）。
　『新版　社会科教育事典』では，民俗学について以下
のような定義が引用されている3）。
　民俗学とは，人々が行為として行い，知識として保有
し，観念や規範として保持している事象である民俗を，
一定の集団（ムラ）を単位に調査・分析し，集団の規制
力でもって世代を超えて継承され（伝承），時には時空
を超えて伝えられた（伝播）生活文化の歴史的転回を明
らかにし，それを通して現代の生活文化を説明する学問
である。歴史研究のように過去に文字で記録された史料
に基づき記録された時代を明らかにするのではなく，民
俗を豊富に伝承している人々（伝承者）からの聞き書き
によって民俗資料を蒐集・分析し，生活文化を究明する
方法がとられた（『日本民俗大辞典』下巻）。
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　この定義から推察できるように，社会科において生活
文化を歴史的に扱う単元では，民俗学の研究成果を取り
入れた小学校歴史学習は何ら問題ないように思える。例
えば，2017年に改訂された現行の小学校学習指導要領・
社会では，第３学年の生活の道具について調べる学習や，
第４学年の都道府県内の伝統や文化を調べる学習，第６
学年の歴史学習で生活や文化について調べる学習などで
は，民俗学の研究成果が取り入れることが可能であろう。
第３・４学年の実践の中には，郷土に伝わる民話・伝承，
妖怪にまつわる昔話など，民俗学の研究成果を取り入れ
た実践があった。これに対して，第６学年歴史学習で，
妖怪等をテーマとした実践研究は，実際には行われてい
るであろうが，社会科教育学会レベルでの研究を見つけ
ることができなかった。
　これまでの社会科教育実践研究において，民俗学の研
究成果，特に妖怪に関する研究成果を取り入れたものは，
珍しいものではない。それらを，妖怪という教材の位置
付けに注目して整理すると，大きく二つに整理できる。
　妖怪に関する研究成果を取り入れた第１のものは，妖
怪そのものに社会科教材としての魅力を見出し，その魅
力を活用し既存の社会科授業を活性化したり，現代的な
課題を社会科に取り組む実践研究である。これらは，妖
怪の魅力を社会科授業にどのように取り込むかによって，
多様な実践研究として行われてきた。具体的には，以下
のような実践研究がある。

①�市川寛也「妖怪文化を活用したコンテンツツーリズム
の開発に向けた基礎的考察―『モチーフ』から『ジャ
ンル』への転回を見据えて―」『コンテンツツーリズ
ム学会論文集』２巻，pp. 37-45，2015
②�高田知紀・近藤綾香「妖怪伝承を知的資源として活用
した防災教育プログラムに関する一考察」『土木学会
論文集Ｈ（教育）』Vol. 75，No. 1，pp. 20-34，2019

　①は妖怪を活用したコンテンツツーリズムを行ってい
る地域の研究として，郷土の妖怪に関する民俗学の成果
をまちづくりに活かそうとする取り組みを分析した研究
である。東日本大震災以降，防災教育の重要性は高まり，
社会科でも防災教育との連携が強化されてきている。②
は，日本各地の人々が語り継いできた妖怪を，災害の誘
発要因，災害の予兆前兆，災害状況の説明，災害の回避
方法，災害履歴の伝承という５つの類型で語られている
ことを明らかにし，リスクの伝達装置としての妖怪伝承
の構造を踏まえ，その対策を検討する「妖怪安全ワーク
ショップ」へと結実させる防災教育実践研究となっている4）。
　妖怪に関する研究成果を取り入れた第２のものは，
人々の妖怪に対するまなざし，妖怪のとらえ方を通して，
人々の生命観，自然観，畏怖の念，社会の見方・考え方，
あるいは社会的背景を学習しようとする実践研究である。
このような研究では，人々の価値観や見方・考え方に迫
るための具体物として，妖精，精霊，神あるいは怪異と
呼ばれる存在が教材として扱われる。その教材の一つが
妖怪である。

③�島津礼子「北海道における『アイヌ文化学習』の可能

性と課題―ESDの観点から―」『広島大学教育学研究
科紀要』第三部第67号，pp. 71-79，2018年
④�孫美幸「沖縄の民話における『異人』たちと『多文化
共生』―日本社会における多文化共生教育への示」『文
教大学国際学部紀要』第30巻２号，pp. 19-34，2020年

　現在，漫画を原作とするテレビアニメ「ゴールデンカ
ムイ」が放映されており，アイヌ文化に対する関心が高
まり，アイヌ文化を学習する素材として「ゴールデンカ
ムイ」が注目されている。③は神が謡った「カムイユカ
ラ（神謡）」，聖伝「オイナ」，英雄叙事詩「ユカラ」な
どの詞曲や，「ウエペケレ」と呼ばれる昔話などを民俗
学の研究成果を活用し，主に北海道において実践されて
いる「アイヌ文化学習」の可能性と課題を検討したもの
である。④は「多文化共生」と「いのち」の視点を結ぶ
というテーマの本で研究してきた著者が，古代から多民
族との交流がさかんであった日本の沖縄諸島の民話に着
目した研究である。ここでは，民俗学で行われてきた民
話研究の方法論を活用して沖縄諸島の伝統的な思想や民
話に登場する千鳥，月，鬼，乙姫，厄病神等の「異人」
の検討がなされている。この研究は，「異人」に着目し，「国
家」，「文化」，「民族」などを根源的に考え，学習者のア
イデンティティをふりかえるという多文化共生教育への
提言研究といえる。
　ここまで，民俗学の研究成果，特に妖怪に関する研究
成果を取り入れたものを，妖怪という教材の位置付けに
注目して，大きく二つに整理してきた。本研究は，上記
の第１のものと第２のものを組み合わせた，民俗学にお
ける妖怪に関する研究成果を小学校第６学年歴史学習に
取り入れた単元開発研究である。

⑵　「怪異」「妖怪」について
　「妖怪」を素材とした小・中・高校の歴史授業として
の小単元開発にあたっては，歴史学における「妖怪」（よ
り広く「怪異」）の捉え方の変化も押さえておく必要が
ある。というのも，1970年代頃まで「妖怪」などの「怪
異」は，近代化の過程において啓蒙・克服・排除される
べき対象として取り扱われてきていた。そうした視点に
立てば，「妖怪」を教育現場で積極的に取り上げる必然
性は見出しにくくなる。とりわけ，近世史では，1980年
代頃まで本格的な研究対象とは見なされず，古代・中世
史と比べて研究が停滞していたことが指摘されている。
本小単元の開発において，江戸時代の人々の妖怪観をど
うとらえればよいかが議論の焦点となったのも，このこ
とと無関係ではないだろう。
　それでも本小単元開発で「妖怪」を取り上げたのは，「は
じめに」でふれた時事的関心や子どもの興味関心といっ
た観点5）のほかに，特に1990年代以降，古代・中世史の
みならず近世史においても，「怪異」に論及した歴史学
的な研究成果が生み出されてきているからである。木場
貴俊が指摘するように，「妖怪」などの「怪異」は，近
世という時代の特質を明らかにしうる素材として再評価
されるようになった。妖怪・祟り・亡霊・天変地異・憑
霊・狐憑き・鬼神といった「怪異」に着目することで，
当時（近世）の都市のあり方や文化構造・宗教的組織と
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村や民衆との関係など，近世社会の様々な側面が論じら
れるようになったのである6）。それらの成果が通史的叙
述に反映されるようになってきていること7）も木場が指
摘する通りである。そこで上記のような近世史研究の動
向も視野に，今次の「授業研究（社会）」では，「妖怪」
をテーマとした小学校歴史学習の単元開発を試みること
にしたのである。
　ただし，日本の歴史を通して見た時に，近世は社会規
模での「妖怪」に対する捉え方が一つの大きな転換を見
せる時期であるように思われることに比して，歴史学研
究では「近世という時代の特質を明らかにするため，怪
異というツールをどのように用いるのかは，いまだ試行
の段階にある」と指摘されていることにも留意する必要
がある（注３，木場著書）。このことは，以下に見るよ
うに，「妖怪」を素材とした歴史分野の

4 4 4 4 4

授業実践がまだ
多くの蓄積を持ってはいないこととも関連性を持つよう
に思われる。歴史分野の授業で「妖怪」をより魅力的な
教材とするためには，歴史学における研究の段階をさら
に押し上げるとともに，教材研究や授業実践の試みを一
層蓄積してくことが必要な段階にある。
　こうした現状から本研究では，小学校歴史学習におけ
る歴史単元開発であること，「怪異」「妖怪」を通じて多
様な歴史的考察が可能であることを見据えつつも，あえ
て，人々の妖怪観の変化として恐怖の対象（古代・中世）
から娯楽の対象（近世）へという，やや単純で一面的な
構図を元に授業を構成することを試みた。近世において
「妖怪」が表象化され，黄表紙・歌舞伎・浮世絵・かる
たなど，娯楽的要素が強い媒体に登場して社会化するこ
とに着目して，子どもたちが時代の変化に気づくきっか
けにしようと考えたからである。
　以上に述べてきたことからも窺えるように，「妖怪」
を通じて，より正確かつ効果的に時代の変化を学ぶには，
歴史学・社会科教育学における一層の研究の進展が求め
られていると言えるだろう。本稿は，理解が不十分な面
も多々あるが，そうした今後の発展のたたき台になれば
という思いを伴って編まれたものでもある。

４．小単元「妖怪は社会を『うつす』鏡」単元計画

⑴　妖怪の教材化8）

　妖怪とは人間では理解ができない，超自然的な事象の
ことである。このような妖怪は古くから存在し，人々と
関わりを持っていた。しかし，妖怪に対する捉え方は時
代と共に変化していた。この妖怪の捉え方については江
戸時代以前と以後に分けることができる。
　江戸時代以前では，人々は妖怪を畏怖の対象として捉
えていた。当時の妖怪観として，妖怪は「凶兆」や神霊
からの言葉を伝えるものであると解釈され，この頃の妖
怪は目に見えない，いわゆる実態のないものであり，言
葉で表現するものであった。妖怪に関する記録として，
平安時代末期に成立した逸話集である『今昔物語集』27
巻や鎌倉時代末期に成立した『長谷雄草子』の中にも鬼
が登場し，『今昔物語集』27巻では人々が鬼を恐れてい
る内容が書かれている話がある。
　そのように捉えられる背景として，科学技術や学問な

どが発展していなかったという点や農作物の生産量が低
く，戦乱などで安定した生活を送ることができず，心の
余裕がなかった点が関わっている。さらに，科学や学問
の未発達が，妖怪が生み出される要因としても大きく関
係しているといえる。さらに，妖怪が生み出される要因
として，閉鎖的な空間であったり，暗闇といった闇の空
間の存在が挙げられる。このような要因が江戸時代以前
では多くあり，人々が恐怖を感じていたといえる。
　江戸時代以後では，それ以前とは異なり，妖怪が娯楽
の対象として捉えられることになった。当時の妖怪観を
考える上で鳥山石燕の『図画百鬼夜行』と恋川春町の『其
返報怪談』の２作品が重要になってくる。前者は妖怪を
表象化し，図鑑のようにまとめた本である。これらの作
品は，今まで言葉でしか表されていなかった妖怪を，表
象化し，それを一冊の本にまとめるという点で画期的な
ものであった。後者は出てくる妖怪が自らを虚構の存在
であると捉えている点がそれまでと違っている点である。
また，『其返報怪談』は黄表紙本（草双紙の一つ。しゃれ，
滑稽，風刺をおりまぜた大人向けの絵入り小説）であり，
多くの人々に読まれることになり，世の中に広まって
いった。これらに加えて，他にも歌舞伎の演目，浮世絵，
かるた，手品など江戸時代には妖怪を題材にした様々な
ものが作られている。それにより，妖怪というものが多
くの人々に親しまれるようになった。
　妖怪が娯楽の対象として捉えられるようになった背景
として，学問や技術が発展し，人々が分からなかった自
然現象などを理解できるようになったこと，戦乱などが
なくなり，農作物の生産量の上昇などで生活も豊かに
なったことで生活に余裕ができたことがあげられる。生
活に余裕ができ，本などを読むことができるようになっ
たことで，江戸に住む人々は「箱根からこっちに野暮と
化け物はなし」といったことわざを作り，妖怪の存在を
信じなくなっていったことがうかがえる。
　しかし，娯楽とは別に妖怪を新たな側面で捉える人々
も現れ始めた。それは妖怪を心のよりどころや心の支え
として捉えることである。その一例として「アマビエ」
がある。「アマビエ」は疫病退散など人間に対して良い
事を与えてくれるような存在であり，人々の心のよりど
ころとなる役割を持った妖怪も出現し始めた。江戸時代
以前では，妖怪は「凶兆」といった人に対して悪い影響
を与える存在であると捉えられていたのが，人に対して
良い影響を与える存在でもあると捉えられるようにも
なっていった。
　妖怪の捉え方は畏怖の対象だったものが娯楽の対象に
もなるなど変化していった。このような捉え方は現代社
会の妖怪の捉え方として類似する点があるといえる。現
在でもアニメや漫画など様々なものに妖怪が用いられ娯
楽として楽しまれている。さらに，妖怪をキャラクター
化させ，より多くの人に親しまれるようにもなった。そ
の中で妖怪の書かれ方としては人に危害を加えたり，恐
怖を与えたりと畏怖の面で書かれることがあり，江戸時
代以前の畏怖対象として受け取られられていた側面もい
まだに残っているといえる。また，新型コロナウイルス
が流行した際に，アマビエが取り上げられ，疫病退散を
願うなど心のよりどころとされることもあった。このよ
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うに，各時代における妖怪の捉え方は現在にも通ずると
ころがあるといえる。
　以上のことから人々の妖怪に対する捉え方の変遷とそ
の背景について学んでいくことで，人々の意識や社会の
変化を理解することにつながると考えたため，妖怪を教
材として選択をした。

⑵　事前アンケートについて
　授業実践にあたり，授業を行うクラスの児童35名を対
象に妖怪のイメージに関する事前アンケートを実施した。
このアンケートの目的は，小学六年生の児童が妖怪とい
う存在をどの程度認知し，どのようなイメージを持って

いるのか明らかにするということであり，一時間目の授
業が行われる約１週間前に対象クラスにて紙媒体で実施
した。
　現代において，「妖怪」と聞くと漫画やアニメなどの
エンタテイメントジャンルに登場する妖怪の姿が想起さ
れるのではないだろうか。1968年にアニメ放送を開始し
た『ゲゲゲの鬼太郎』をはじめとし，近年では『妖怪ウォッ
チ』がブームとなったことからそれらの作品で妖怪とし
て描かれているものが，児童の妖怪のイメージにも表れ
てくるのではないかと予想した。
　事前アンケートでは以下の５つの質問を設定した。

　上記の各質問項目ごとに回答を整理したい。Ｑ１（知っ
ている妖怪）では，１人で多くの妖怪を回答している児
童もいれば，そうでない児童もいた。その中で「からか
さ小僧，ぬりかべ，ろくろ首，一つ目小僧，ざしきわら
し，かっぱ，ゲゲゲの鬼太郎，目玉おやじ」については
複数人から挙げられていた。その他にも多様な回答があ
り，現代の小学生においても妖怪に関して本やテレビな
どから様々な情報を得ていることが分かった。予想して
いた『妖怪ウォッチ』など近年の妖怪アニメーションに
関する回答はなかった。
　Ｑ２（妖怪のイメージ）では，一般的に怖い存在や人
間にいたずらをする存在とされる妖怪も近年ではキャラ

クター化，アニメーション化がされ可愛らしく描かれて
いることも多い。そのことから児童が妖怪に対してポジ
ティブなイメージも併せて持っているということを想定
し，多様な20の選択肢を設定した。結果としては「怖い」
（14人）「いたずら好き」（14人）「気味が悪い」（13人）の
３つをクラスの半数程度の児童が選択しており，最も多
かった。それらに続いたのは「暗い」（10人）「強い」（７
人）であった。その他の回答には前述のものとは対照的
な「いいことをしてくれる」というようなものもあり，
妖怪はマイナスイメージだけではないことが分かった。
　Ｑ３（妖怪の現れる場所）の回答では「暗い場所」（25
人）と「静かな場所」（23人），「いなか」（22人）に〇を
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した児童が特に多く，続いて「きたない場所」（18人）「せ
まい場所」（13人）が多かった。「明るい場所」にはひと
つも票が入らなかったことからも暗く人目に付かない場
所に現れるイメージであることがわかり，第１時の授業
内において具体的な場所を聞いた際には，路地裏や廃校，
ゴミ捨て場といった場所が挙がった。
　Ｑ４（妖怪の現れる時間帯）では，最も多かったのは
「深夜」（27人），続いて「夜」（23人）「夕方」（16人）
の順で，「午前中」（４人）や「昼間」（９人）は少数であっ
た。全ての時間帯に〇を付けている回答があったことか
ら，時間帯を問わず妖怪は現れると考える児童もいるこ
とが分かり，Ｑ３での「暗い場所」に現れるというイメー
ジからも，時間帯にすると夜～深夜となるという関連性
が見えた。
　Ｑ５（妖怪は実在するか）では，「多分いない」（16人）
と答えたのがクラスの半数で，「絶対いる！」（３人）と
「絶対いない！」（３人）に回答したのはそれぞれクラ
スの１割であった。「絶対いる！」（３人）と「もしかし
たらいる」（８人）の得票を合わせるとクラスの約４割
であったことから，いないと考える児童の方が多いもの
の，いるのではないかと考える児童も一定数いることが
分かった。
　妖怪と一言で表しても，イメージする妖怪像が各児童
で異なり，様々な意見が出た一方で，暗い，怖い，いな
いのではないかといった半数以上の児童が共通して持っ
ている妖怪観が事前アンケートから見て取れた。

事前アンケート　回答の抜粋

Ｑ５「ズバリ，妖怪はいると思いますか？」
①絶対いると考えた児童
・�いなかったら私たちはふつうにせいかつしていな
い
・�家で自分ひとりなのにおもちゃが急に声をだした
りしたから

②もしかしたらいると考えた児童
・目げきじょうほうがあるから
・伝説はけっこうしんじるから

③多分いないと考えた児童
・見たことがないから
・�今は科学でわかってきたけど「絶対（いない）」
とは言えないから

④絶対いない！と考えた児童
・根きょが全くないから

⑶　小単元「妖怪は社会を『うつす』鏡」の単元構成
　本単元では，過去の人々が妖怪をどのように捉えてい
たのかを知り，「妖怪とは一体どのような存在なのか」
について考えを深める活動を中心に設定している。（実
際の授業展開については，末尾の学習指導案を参照され
たい）。

　妖怪の捉え方は，時代によって異なる。江戸時代以前
においては，雷や豪雨，台風といった自然現象など，当
時の人々にとって不可解な出来事を理解，説明する為の
存在として妖怪が信じられていた。第２時「昔の人にとっ
て妖怪はどのようなものだろう？」では，平安時代に成
立した「今昔物語集」の漫画資料と，鎌倉時代に成立し
た「北野縁起絵巻」の絵画資料から，およそ1000年前の
人々が妖怪をどのような存在と捉えていたかを読み取ら
せる活動を設定している。「今昔物語集」においては，人々
が妖怪である鬼を恐れている場面，「北野縁起絵巻」では，
菅原道真公の怨霊が雷神となって宮中清涼殿に雷を落と
している場面がそれぞれ描かれている。
　江戸時代以降，一定の合理的知識が広まり，畏怖の対
象とされてきた妖怪の存在が，娯楽の対象としても捉え
られるようになる。すごろくやカルタなどの玩具に妖怪
の絵が描かれ，また歌舞伎の演目や文学小説にも妖怪を
題材にしたものが作られた。授業（２時限目）では，様々
な種類の妖怪が描かれているカルタ，歌舞伎の写真から，
およそ300年前の人々が妖怪をどのような存在と捉えて
いたかを読み取らせる活動を設定している。なお，本単
元の対象は，小学校６学年の生徒である為，歴史学習の
進行度合いから，○○時代という表記はせず，およそ～
年前という表記をした。
　現代においては，アニメ「妖怪ウォッチ」に代表され
るように，商業主義の考えから，妖怪がキャラクター化
され，メディアで多く取り上げられるようになる。妖怪
の存在は，江戸時代から現代にかけて娯楽としての意味
合いを強くもつようになったといえる。ここで注意して
おかなければならないことがある。この事は江戸時代に
も当てはまるが，人々は妖怪を娯楽としてのみ捉えてい
たわけではない。不安や恐怖は，どの時代の人々も共通
してもっている感情であり，科学合理的な知識が広まっ
たとしても，人々は妖怪を多少なりとも畏怖の対象とし
て捉えているといえる。
　ある時代の人々の妖怪への捉え方を考える上で，社会
背景を知る必要がある。およそ1000年前においては，戦
乱も多く，食料の確保が困難で，学問も未発達であり，
そのような社会不安の中で，鬼などの妖怪が生まれたの
だと理解することができる。およそ300年前においては，
戦乱も少なくなり，お米など食料の収集も比較的容易と
なり，学問も発達した。そのような社会の変容が，人々
に心理的な余裕を与え，妖怪が娯楽としての意味合いも
持つようになった。第２時「昔の人にとって妖怪はどの
ようなものだろう？」においては，およそ1000年前から
およそ300年前に至るまでの社会の変化をパワーポイン
トの資料としてまとめ，妖怪の捉え方が変化した社会背
景を理解させるよう努めた。そして，第３時「あなたに
とって，妖怪とはどのような存在？」においては，「キャ
ラクター化された妖怪・アマビエ」を教材とした。「妖怪・
アマビエ」とは，江戸時代の妖怪であるアマビコが変化
して生まれた妖怪であり，昔から疫病を収束させると信
じられている。現代においては，この「妖怪・アマビエ」
がキャラクター化され，話題となっており，その背景に
は新型コロナウイルス蔓延による社会不安があるだろう。
本単元では，各時代における人々の妖怪の捉え方と，そ
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の背景を考えさせるような活動を設定した。
　単元全体を通して，各時代の妖怪に対する捉え方を知
り，また生徒個人が妖怪の存在を捉え直すことができた。
また，妖怪の捉え方と社会には大きな関係があることを
理解した。

５．小単元「妖怪は社会を『うつす』鏡」の実際

⑴　第１時「妖怪って何だろう？」
　第１時は，それぞれの児童が持つ妖怪観を明らかにす
ることを目的とした。はじめに事前アンケートの結果の
共有から個人の妖怪に対するイメージの思い起こしや，
クラスメイトの妖怪のイメージの認知を試みた。後に第
１時の学習問題である「妖怪って何だろう？」をもとに，
妖怪の仕分け活動に入った。
　妖怪の仕分け活動では，アマビエ・かっぱ・悪魔・神
様・鬼・妖精の６種類を提示し，ワークシート上でそれ
らを妖怪か否かで分けさせ，「妖怪だと思った」/「妖怪
じゃないと思った」理由を記述させた。この仕分け活動
では，まずは個人で妖怪かそうでないかを理由をつけて
考えることで，児童自身がどのような線引きを持って妖

怪を捉えているのかということを明らかにすることを主
に置き，さらにその仕分け結果をクラスで共有すること
で，別の視点でも妖怪という存在を捉えるということが
できると考え，取り入れた。ワークシートにおける児童
の仕分け活動の傾向をまとめると以下の表のようになっ
た。活動では一つの仕分け軸で妖怪か否かを考えた児童
もいれば，一つ一つの対象に対してそれぞれを妖怪とす
るか否かと考えた児童もおり，仕分けのパターンとその
理由は多様なものが挙げられていた。
　多くの児童が，アマビエ・かっぱ・鬼を妖怪，それ以
外の悪魔・神様・妖精を妖怪ではないと仕分けしていた。
一方で全て妖怪，全て妖怪ではないと考える児童もおり，
全て妖怪とした理由は「いるかどうかわからない存在で
非現実的だから」，全て妖怪ではないとした理由は「そ
もそも妖怪がいるという根拠はないから。信じると怖く
なるから。」というものが挙げられた。また，妖怪は「厄
災」に関与しているといったような次回以降の授業につ
ながるワードも児童から挙がってきた。
　仕分け活動の後にまとめとして「あなたの考える「妖
怪」とはどのようなものですか？」という問いを立て，
改めて児童自身の妖怪観に向き合う活動を行った。それ

表１　小単元名「妖怪は社会を『うつす』鏡」単元構成

授　業　名 目　　　標

第１時
「妖怪って何だろう？」

・�妖怪とそうでないものとの違いを自分なりに捉えることができる。〈知識及び技能〉

・�妖怪に対して興味・関心を持ち，妖怪がどのような存在であるかを考えている。〈思考力，
判断力，表現力等〉

・�周りの人の考えを取り入れながら自身の妖怪観と向き合うことができる。〈学びに向かう力，
人間性等〉

第２時
「昔の人にとって妖怪はど
のようなものだろう？」

・�江戸時代以前とそれ以後の妖怪観の変化を理解することができる。〈知識及び技能〉

・�昔の人が妖怪をどのように見ていたかを考えている。〈思考力・判断力・表現力等〉

・�昔の人にとって妖怪はどのような存在だったかを理解しようとしている。〈学びに向かう力・
人間性等〉

第３時
「あなたにとって，妖怪と
はどのような存在？」

・�アマビエや菅原別館の事例を通して，現代における多様な妖怪を知る。〈知識及び技能〉

・�社会の変化に応じて，妖怪の姿も変化したことを理解することができる。〈知識及び技能〉

・�個人の妖怪に対する見方や考え方を自覚し，その背景を考えることができる。〈思考力・判
断力・表現力〉

・�社会と妖怪の関係を他者と考えたり，個人の見方や考え方を自覚し，その背景を考えたりす
る活動に積極的に参加し，妖怪についての認識を深めようとする。〈学びに向かう力・人間性〉

表２　妖怪仕分けワークシートに見られる「仕分け」とその理由の概要

妖怪か否か 名前 その理由

妖怪 アマビエ
かっぱ
鬼

・本や図鑑で妖怪であると紹介されていたから
・日本のものだから
・怖いから　悪いものだから
・伝説

妖怪ではない 悪魔
神様
妖精

・外国のものだから
・優しいから　かわいいから
・架空のいきものだから

※�「その理由」の表記は，児童のワークシートから複数の児童が記述していた表現を抜き出し，作成者がまとめたものである。
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ぞれの児童が自身の妖怪に対する印象や考え，今回の授
業を通して変わったイメージなどを記述していた。その
中でも，「妖怪は人間が想像してつくったものである/伝
説上の生き物である」といったような実在するものでは
なく，人間がつくり出した存在であるという主旨の記述
が最も多く，次には「怖い」という恐怖の対象であると
いう記述が多く見受けられた。
　一方で，「はじめは怖いと思っていたけど，いい妖怪
もいると思った」という妖怪に対する印象の変化を述べ
ている児童も複数人いた。また少数ではあったが，妖怪
の漠然としたイメージだけでなく，人間の商業活動との
関わりや人知を超える何かであるといったような鋭い視
点も散見された。事前アンケートや仕分け活動を通じ妖
怪に対して興味・関心を持ち，自分なりに妖怪か否かを
捉えることに加え，周りの児童同士やクラス内での意見
の共通を通して自身の妖怪観と向き合うことができたと
ワークシートの記述から読み取れた。

第１時　児童のワークシート抜粋

「あなたの考える「妖怪」とは，どのようなもので
すか？」
・伝説に残っていたり身近に感じるもの。そして人
間に悪いえいきょうをあたえるもの。
・日本で生まれたでんせつ的な生き物。
・悪そうなイメージで，ひっそりとでてきそうなも
の。今日この学習をしてどんなのが「妖怪」という
のかをちゃんと考えられてよかった。
・「いるからこわい」とかではなく，妖怪がいるこ
とは何かをもたらすことだと思った。
・すぐそこにいるかもしれないし，いないかもしれ
ない。そんな恐怖感を生み出すある種の人の考えで，
商用利用される人の道具であり人のごらくであり，
心を安心させる場所であり，伝説として語り継がれ
るであろうものです。

⑵�　第２時　「昔の人にとって妖怪はどのようなものだ
ろう」
　第２時では，妖怪の捉え方の変化を1000年前と300年
前という二つの時代に区切って行った。
　まず，1000年前の妖怪観を知るための資料として『今
昔物語集』27巻第13話の「安義の橋の鬼」の漫画を用い
た。そこから当時の人々にとって鬼（妖怪）は怖い・恐
ろしい存在であったことを読み取らせることを意図した。
その活動を行った後，1000年前の人々がなぜ妖怪をその
ように捉えているのかという背景を説明する際に「北野
天神縁起絵巻」を用いて説明を行った。そこでは，昔の
人たちは自分たちが理解できないこと（授業内では雷を
例に説明）を合理的に考え，納得するために妖怪のせい
にしたことを説明した。ワークシートのところに教員か
らの説明を基に自分の言葉でまとめさせようとしたが，
うまくできず，教員が示した内容をそのままワークシー
トに写すことになってしまった。
　次に300年前の妖怪観を捉えさせるために妖怪を題材

にして作られているかるたや歌舞伎の資料を用いた。そ
こでは遊びに使われるものや娯楽として楽しむものと読
み取らせることを意図とした。その後，1000年前の妖怪
観を捉える活動と同じようにそのように捉える背景を考
えさせた。そこでは，まず自分なりに考える時間と教員
がスライドに提示したヒントを基に考えた。その後，新
たに生み出された妖怪として「アマビエ」のような人間
に対して害を加える存在ではなく，疫病退散のようない
い役割を持つ妖怪が現れ始めたことの紹介や鬼の姿が変
化していったことを説明した。
　以上のような素材を用いることで，昔の人々の妖怪観
が畏怖のものだったのが楽しむものに変化していったこ
とを理解できるだろう。また，そのような変化の背景に
ついても理解できると考えた。
　これらについて，児童の反応はどうだったかワーク
シートを基に分析を行った。
　『今昔物語集』から1000年前の妖怪観について読み取
る活動については「怖い」や「恐ろしい」と書いた児童
はワークシートを回収できた33名中26名が読み取ること
ができていた。そのほかの内容でも「人を襲う存在」，「人
に害を与える存在」といったことを読み取っている児童
もいた。
　300年前の妖怪観を捉えるための発問に関しては「楽
しむ」や「娯楽」と書いた児童は33名中18名であった。
そのほかに多くの児童は「妖怪の怖さをなくすため」や
「妖怪を伝えるため」と書いている児童もおり，様々な
ものであった。その理由に関して，まず児童に考える時
間を設けたが，歴史を学んでいなかったため300年前の
社会的背景を考えることができず，予想で書いている児
童が多くいた。また，ワークシート内では色を変えて書
かれていないため，明確ではないが，途中で出たヒント
を基にそこから考えられることをワークシートに書いて
いる児童も多くいた。
　まとめに関しては，妖怪観の変化についてまとめられ
た児童は33名中28名がまとめることができていた。まと
め方として「怖い」や「楽しい」といったワードを出し
て書いている児童や「1000年前から300年前にかけて妖
怪の捉え方が変化した」といった変化について述べてい
る児童など様々であった。多くの児童がまとめることが
できたこととしてワークシートにそれぞれの時代で当時
の人々の捉え方をまとめていたためしっかりと理解する
ことができたと考えられる。妖怪観の変化に加え，その
背景までも一緒にまとめることができていた児童は４名
いた。

第２時　児童のワークシート抜粋

・�1000年前から，300年前になり時がたつにつれて，
色々なことがわかり妖怪に対しての印象が大きく
変化したことがわかった。
・�昔の人にとっての妖怪は，怖いものから楽しむも
のへと変化している。→社会背景も関係している。
・�今日は昔から現在までの妖怪のイメージの変化を
学んだ。今は，こわいようかいも，いいようかい
もいるけど，生活の変化によって，イメージも変
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化するというのはとてもすごいことだと思った。
・�妖怪への考え方がガラッと変わったのは，昔は知
らないことが多く，不安定だったが，近代はよゆ
うが生まれたから。

　まとめに社会的背景を加えて書いている児童は300年
前の妖怪観の捉え方でその理由について1000年前より社
会が発展し，様々なことがわかってきたことをしっかり
と記述してあり，理解ができていたと考えられる。
　全体として，江戸以前（1000年前）と江戸以後（300
年前）の妖怪観の変化を捉えることができている児童が
多く，今回の学習目標を達成することができたのではな
いかと考えられる。

⑶�　第３時　「あなたにとって，妖怪とはどのような存
在？」
　３時間目は，現代社会に生きる私達が妖怪をどのよう
に捉えているか，について考える授業である。授業の流
れとして，初めにコロナ禍でアマビエという妖怪がSNS
で流行したことが分かる動画を見る。アマビエがどのよ
うな妖怪かを知り，社会の大きな変化の中で，人々が生
み出した妖怪であることを理解する。その時代の社会に
よって，妖怪の姿が変化することを再度確認し，現代社
会に生きる私達が妖怪をどのように捉えているかを考え
るきっかけとしている。妖怪をどのように捉えているか
を考える活動は，個人で行い，その後発表の時間を設け
る。多様な意見を生徒の側から発表してもらい，妖怪は
社会だけでなく，個人によっても捉え方が変わることを
理解する。まとめとしては，妖怪は「社会を写す鏡」と
いうキーワードを用い，社会の変化と人の心の変化に
よって，妖怪が生み出されること，であった。授業のま
とめ後には，子どもの妖怪である座敷童が出ることで有
名な菅原別館の動画を見て，妖怪はもしかしたら本当に
出現するかもしれない，という解釈を生徒の中に残した。
　ワークシートは，学習問題を記入する欄，学習問題に
対する自分なりのまとめを記入する欄ともに，以下の四
つの項目について，自由記述形式とした。

　項目⑴　�【なぜアマビエは，可愛いキャラクターになっ
た？】

　項目⑵　【あなたにとって，妖怪はどのような存在？】
　項目⑶　【そう考える理由は？】
　項目⑷　【３時間を通した授業の感想】
　ここでは，項目⑵，項目⑶，項目⑷について，児童の
目立った記述についての検討を行いたい。
　項目⑵における児童の目立った記述は以下の通りである。

第３時　児童のワークシート抜粋・その１

項目⑵　【あなたにとって，妖怪はどのような存在？】
Ｎさん
色々な怖い妖怪から癒される存在のように時代と共
に変わっていくような気がした。
Ａ１さん

人間社会との関わりが大きいのに，人の前にあまり
でない，はっきりしないもの。よく分からないもの。
Ｔさん
妖怪は人が自分の失敗を妖怪のせいにすることで自
分の失敗を認めようとせずにすむようにする逃げ道
を作る存在。
Ｋさん
ほとんど悪い印象の妖怪だけど，人々に良いことを
してくれる妖怪もいるから。妖怪は人に影響を与え
る存在だと思う。
Ｓ１さん
人間にとって，必要な存在だと思いました。
Ｓ３さん
妖怪はある時は怖かったり楽しかったり，そして最
近はコロナから守ってくれる存在になっているた
め，人間の道具だと思います。

　本項目における回答は，大きく３つに分けられる。
　　①　妖怪のイメージやその変化に言及した記述
　　②　妖怪と人間との関係について言及した記述
　　③　よく分からない存在

　①に関しては，Ｎさんのように，怖い存在から楽しい
存在のような，妖怪のイメージやその変化に言及した記
述や，優しい・いたずら好きのような妖怪の性格などに
言及した記述が多くみられた。しかし，良い存在・悪い
存在のような抽象的な回答も数多くみられた。②に関し
ては，Ｓ１さんのように，「人間にとって必要な存在」
と表現する人や，Ｓ３さんのように，「人間の道具」と
表現する人がいた。表現は多様であるが，妖怪と人間と
の関係の歴史を学んだ結果，各生徒が考えを深めること
ができたといえる。③に関して，よく分からない，理解
できない，存在しない，などと回答した人も一定数いた。
　項目⑶における児童の目立った記述は以下の通りである。

第３時　児童のワークシート抜粋・その２

項目⑶　【⑵のように考える理由は？】
Ｎさん
怖いままだと売れなかったりしてしまうし（アマビ
エのキャラクターの話），世界に人気を残している
なら，可愛い存在の方が良いと思う。
Ｔさん
人が橋から落ちたのは，自分の未熟さが原因なのに，
妖怪がでたといって，自分は失敗していないと他の
人に伝えているから。（「今昔物語集」の漫画の話で
あると思われる。）
そして，アマビエは，自分たちが失敗し，コロナが
広まったのはアマビエがいると自分たちは大丈夫だ
と思い，自分たちの失敗を認めていないから。
Ｓ１さん
何か悪いことが起きると，妖怪のせいにして，困っ
たことがあると妖怪に頼るからです。
妖怪がいないと，解決できない事件はたくさんある
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と思うし，妖怪に人間が助けられたことはたくさん
あると思うからです。
Ｓ３さん
時代によって捉え方が代わり，人々の都合の良いよ
うに存在が変わっているから。

　項目⑵で，「②妖怪と人間の関係について言及した記
述」の中で，Ｔさんのように２時限目に学んだ「今昔物
語集」の内容に関連したものが見られた。これは，歴史
を通して妖怪と人間の関係について考察を深めているも
のといえる。また，Ｓ３さんに見られるように，時代を
通して妖怪のイメージが変化してきたことを理解し，そ
の上で人間が妖怪をどのような存在として捉えていたか
に関して考えを深めていた人も一定数いた。しかし，こ
の項目に関しても，「怖いから」や「優しいから」「よく
分からないから」など，単なる個人的なイメージで終わっ
てしまっている生徒も何人か見られた。
　項目⑷における児童の目立った記述は以下の通りである。

第３時　児童のワークシート抜粋・その３

項目⑷　【３時間を通した授業の感想】
Ａ２さん
妖怪へのイメージや偏見など，自分が思っている妖
怪とは違く，びっくりしました。そして，時代によっ
て変化していくイメージが1000年前にはとても怖
く，100年前には遊んだり歌舞伎にして楽しむ存在
になっていたり，今ではキャラクターにして可愛い
存在になっていたりしていて時代によってイメージ
が変化していることが分かりました。
Ｙさん
妖怪はいないと思っていたが，アマビエやざしきわ
らしなど良い妖怪はいてほしいと思った。300年前
の「妖怪は楽しい！」という考え方は驚いた。妖怪
の姿がガラッと変わるのが面白かった。妖怪につい
てじっくり考えたことが興味深かった。
Ｆさん
私はこの授業を受ける前，妖怪は「負のイメージ」
や「不気味なイメージ」しかなかったけど，二面性
があるということがわかり，明るいイメージがつく
ようになりました。あと妖怪がいてほしいと思うよ
うになりました。
Ｓ２さん
全ての授業を通して，改めて「妖怪」は時代・人の
心が変わるとともに，妖怪の考え・イメージも変わ
るということを考えることができた。

　本項目においては，Ａ２さんやＳ２さんのように，妖
怪のイメージの変化に関する記述が多くみられた。また，
Ｆさんにみられるように，個人として妖怪のイメージが
授業を受ける前と受けた後でどのように変化したか，に
関する記述もみられた。本実践において，妖怪のイメー
ジの変化を理解し，また個人としての妖怪観を明らかに

することが成果として挙げられたのではないかと考える。
課題として，「妖怪はいない」と考える人へのアプロー
チが挙げられる。クラスの中で，「妖怪はいない」と考
える人は数名存在したが，妖怪がいると信じている人達
の状況を社会との関わりの中で考えさせることがあまり
できなかったように思える。また，その他の課題として，
怖い・優しい・楽しいなど，妖怪に対するイメージで完
結してしまっている生徒が何名か存在し，妖怪が社会と
どのように関係しているか，のレベルまで思考を高める
ことができなかったように思える。小学校６年生の，歴
史学習が進んでいない段階の生徒に対して，いかに社会
との関わりの中で，妖怪の存在を考えさせることができ
るか，が課題の一つである。

６．おわりに

　２．⑵において，「民俗学の研究成果を取り入れた社
会科教育実践研究」について大まかな整理を行った。し
かし，「民俗学（妖怪）の研究成果と取り入れた（小学校）
歴史単元の開発研究」というように，（妖怪）と（小学校）
に限定すると，全く異なる側面が浮かび上がってくる。
最後に，本研究のテーマでもある「民俗学（妖怪）の研
究成果を取り入れた小学校歴史単元の開発」のポイント
について，特に妖怪を取り上げた研究に着目したポイン
トとそれを活用した類型化について述べておきたい。
　第１のポイントは，前半部の「民俗学（妖怪）の研究
成果を取り入れた」をどうとらえるかである。そのとら
え方には２通りが考えられる。１つは，「取り入れる」
民俗学の研究成果をコンテンツベースの教育観における
教育内容，教材としてとらえ，小学校歴史学習で学ぶコ
ンテンツとして取り入れるものである。これを「コンテ
ンツベース研究としての民俗学」と呼ぼう。これに対し
て，「取り入れる」民俗学の研究成果をコンピテンシー
ベースの教育観における資質・能力研究としてとらえ，
小学校歴史学習で育成するコンピテンシーとして取り入
れるものである。これを「コンピテンシーベース研究と
しての民俗学」と呼ぼう。
　第２のポイントは，後半部の「（妖怪を）取り入れた
小学校歴史単元の開発」を実際の教育実践にどう実現す
るかという開発研究の方法・結果である。１つは，既存
の小学校歴史カリキュラムを前提として，それを崩さな
い歴史単元の開発を行うものである。これを「現状肯定
研究」と呼ぼう。これに対して，既存の小学校歴史学習
カリキュラムを前提とせず，新たな歴史単元の開発・提
案，あるいは新たな小学校歴史学習カリキュラムを提案
するものである。これを「提案開発研究」と呼ぼう。こ
こで留意すべきことは，現行の小学校歴史カリキュラム
は，目標や学習活動ではコンピテンシーベースとしての
性格を強めてきたが，内容はコンテンツベースとしての
性格が，依然として強いことである。
　これを図式化すると以下のように整理できる。
　第Ⅰ象限は，「コンテンツベース研究としての民俗学」
と「現状肯定研究」を組み合わせたものである。これは，
既存の小学校歴史カリキュラムの中に，それを崩さない
ように，既存の教育内容に合致した具体的な教材として
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の妖怪を強調する研究になる。これを「Ⅰ．教材開発研
究」と呼ぼう。教育現場で日常的に行われてい，いわゆ
る教材研究がここに該当しよう。現行の小学校学習指導
要領では，小学校第４学年で地域の伝統文化を学習する
こととされており，各都道府県・市区町村ではいわゆる
地域副読本の中で，昔から現在まで語り継がれている伝
統文化が掲載されている。例えば，木更津市では，地域
副読本の『わたしたちの木更津市』（令和年版）には，
日本三大狸伝説の１つとして知られる「證誠寺の狸囃子」
に由来する狸ばやしを踊る子どもの写真が掲載されてお
り，地域の伝統文化の学習に取り入れられている」9）。ま
た，平安時代や奈良時代における百鬼夜行，江戸時代の
貸本屋や絵草紙など，各時代の文化を学習する際に，そ
の具体例として妖怪を取り上げることも可能である。
　第Ⅱ象限は，「コンテンツベース研究としての民俗学」
と「開発提案研究」を組み合わたものである。これは，
既存の小学校歴史カリキュラムに，妖怪を新たな教育内
容を付け加えることになる。これを「Ⅱ．内容付加研究」
と呼ぼう。教育現場では，授業時数との関係上，教育内
容の精選が求められている。また，近年のコンピテンシー
ベースの教育観の下で，子どもの主体的・対話的な活動
がめざされていることも，年間指導計画を圧迫している。
そのため，小学校学習指導要領・社会に妖怪が内容とし
て明示されていないため，年間指導計画や授業時数配分
の大きな変更が必要になる。実際には，第２象限の研究
として行われたとしても，それはあくまでも研究者によ
る理論研究であったり，教育現場で実践されるときは，
後で述べる第Ⅳ象限の研究となる可能性が大きくなる。
　第Ⅲ象限は，「コンピテンシーベース研究としての民
俗学」と「開発提案研究」を組み合わせたものである。
たとえば，「歴史の捉え方」や「妖怪の見方・考え方」
などのコンピテンシーをキーワードとして，妖怪を取り
上げる歴史学習の開発がこれに当たる。そこで，これら
を「Ⅲ．見方・考え方カリキュラム研究」と総称しよう。
例えば，平安時代や奈良時代における百鬼夜行，江戸時

代の貸本屋や絵草紙など，各時代の文化を学習する際に，
当時の人々の価値観，世界観，見方・考え方等にまで踏
み込むことを単元目標の中核とする学習である。小単元
「妖怪は社会を『うつす』鏡」のように，「見方・考え方」
を中核と据えて複数の時期にまたがる単元開発をした場
合，既存の小学校歴史カリキュラムに位置付けることが
できなくなる。ここに位置付く研究は，「小学校歴史学
習の単元開発」にとどまらず，「見方・考え方」を育成
する小学校歴史カリキュラム開発研究に，現行の小学校
歴史カリキュラムに対置する革新的なコンピテンシー
ベースの小学校歴史カリキュラム開発研究になる。その
ため現行の小学校学習指導要領に縛られない研究開発学
校等の研究や，大学研究者等による理念的研究になるこ
とが多い。
　第Ⅳ象限は，「コンピテンシーベース研究としての民
俗学」と「現状肯定研究」を組み合わせたものである。
先にも述べたが，現行の小学校歴史カリキュラムは，目
標はコンピテンシーベースとしての性格を強めてきたが，
内容はコンテンツベースとしての性格が，依然として強
い。また，現行の小学校歴史カリキュラムの中で，内容
として妖怪は位置づけられていないし，教材として妖怪
が取り上げられることは少ない。そこで，小学校歴史カ
リキュラムには位置付いていないが，試験的に検証授業
を行う「投げ込み単元」を開発する研究である。そこで，
これを「Ⅳ．見方・考え方『投げ込み』単元研究」と呼
ぼう。
　本研究で開発した小単元「妖怪は社会を『うつす』鏡」
は，「Ⅳ．見方・考え方『投げ込み』単元研究」に位置
付けることができる。大学研究者等が行う単元開発研究，
授業開発研究の多くは，「Ⅲ．見方・考え方カリキュラ
ム研究」を志向しながらも，「Ⅳ．見方・考え方『投げ
込み』単元研究」にとどまる研究が多い。われわれがこ
れまで「授業研究（社会）」において開発してきた授業・
単元の大部分もまた，同様である。
　民俗学の研究成果を取り入れた社会科授業などは特に

「コンテンツベース研究

としての民俗学」

Ⅱ．内容 Ⅰ．教材

付加研究 開発研究

「開発提案研究」 「現状肯定研究」

Ⅲ．見方・考え方 Ⅳ．見方・考え方

カリキュラム研究 「投げ込み単元」研究

「コンピテンシー研究

としての民俗学」

図１　「民俗学（妖怪）の研究成果を取り入れた小学校歴史単元の開発」の類型化

－227－

民俗学の研究成果を取り入れた小学校歴史単元の開発研究



珍しいものではない。しかし，民俗学の研究成果を取り
入れた（小学校）歴史授業，民俗学（妖怪）の研究成果
を取り入れた（小学校）歴史授業開発・単元開発になる
と，社会科教育に関わるもの全員の研究を妨げているも
のがあるのではないだろうか。現行の小学校歴史カリ
キュラムは，目標はコンピテンシーベースとしての性格
を強めてきたが，依然として，内容はコンテンツベース
としての性格が強い。小学校歴史カリキュラムがそのよ
うな現状であることとともに，我々の小学校歴史カリ
キュラムの捉え方，それに対する見方・考え方自身がコ
ンテンツベースから脱却できず，コンピテンシーベース
のままだからではないだろうか。

【注】

１）大学院授業「授業研究（社会）」の継継続研究の成
果として以下のものがあげられる。
　・�小関悠一郞ほか「歴史人物の学習を通して『歴史の

とらえ方』を考える単元開発研究―義民・佐倉惣五
郎を事例として―」『千葉大学教育学部研究紀要』
第70巻，pp. 337-351，2022年

　・�竹内裕一ほか「“postコロナ” 時代における小学校
社会科授業―オンラインを活用した『主体的・対話
的で深い学び』の可能性―」『千葉大学教育学部研
究紀要』第69巻，pp. 239-248，2021年

２）このような研究の代表的なものとして，以下の研究
があげられる。
　・�高田賢「柳田社会科教科書成立の背景」日本社会科

教育学会編『社会科教育研究』第37号，pp. 1-10，
1976年

　・�谷川彰英「初期社会科の目指したもの―教科書観か
ら見た―」全国社会科教育学会編『社会科教育論叢』
第34集，pp. 29-38，1986年

　・�谷川彰英「『社会科』存立の可能性―柳田国男の民
俗学の視点から―」全国社会科教育学会編『社会科
教育論叢』第41集，pp. 2-9，1994年

　・�溜池善裕「柳田国男の郷土研究における『公民』の
意義―戦後の社会科教育論への萌芽の観点から―」
日本社会科教育学会編『社会科教育研究』第66号，
pp. 30-45，1992年

　・�小国喜弘「戦後社会科における民俗学的方法の位置
―都丸十九一における『村がら』の認識をめぐって―」
日本教育学会編『教育学研究』第61巻第２号，pp. 
149-157，1994年

３）伊藤純郎「民俗学と社会科」日本社会科教育学会編
『新版　社会科教育事典』ぎょうせいpp. 388-389，

2012年
４）国土交通省は，「きみの街にひそんでいる！気をつ
け妖怪図鑑（動画）」をHPにアップし，主に若年層等
を対象に，身近な地域の水害リスクを認識させるため
の啓発活動を行っている。
　https://www.mlit.go.jp/river/bousai/education/index.
html
５）議論を通じた受講者の意見については，以下の「３．
妖怪の教材化」も参照。
６）この点に関しては，以下の文献を参照されたい。
　・�木場貴俊『怪異をつくる：日本近世怪異文化史』文

学通信，2020年
　・�横田冬彦「城郭と権威」（『岩波講座日本通史』11巻，

1993年
　・�吉田伸之「近世前期の町と町人」五味文彦・吉田伸

之編『都市と商人・芸能民』山川出版社，1993年
７）この点に関しては，以下の文献を参照されたい。
　・�吉田伸之『日本の歴史17 成熟する江戸』講談社，

2002年
　・�倉地克直『全集日本の歴史11 徳川社会のゆらぎ』（小

学館，2008年）
　・�若尾政希「享保～天明期の社会と文化」大石学編『日

本の時代史16 享保改革と社会変容』吉川弘文館，
2003年

８）本節で行っている妖怪に関する教材研究は，以下の
著書に依拠している。
　・�香川雅信『江戸の妖怪革命』株式会社KADOKAWA，

2013年
　・�小松和彦『妖怪学新考：妖怪からみる日本人の心』

小学館，2000年
　・�木場貴俊「17世紀前後における日本の「妖怪」観―

妖怪・化物・化生のもの」小松和彦編『怪異・妖怪
文化の伝統と創造―ウチとソトの視点から』国際日
本文化研究センター，pp. 145-161，2015年

　・�吉田伸之『日本の歴史17 成熟する江戸』講談社，
2002年

　・�倉地克直『全集日本の歴史11 徳川社会のゆらぎ』
小学館，2008年

　・�若尾政希「享保～天明期の社会と文化」大石学編『日
本の時代史16 享保改革と社会変容』吉川弘文館，
2003年

９）木更津市の副読本である『わたしたちの木更津市』
（令和３年版）は，以下のサイトで見ることができる。
　https://www.fureai-cloud.jp/kisarazu-manabi/attach/
get2/1337/0
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第６学年 社会科学習指導案

令和４年７月１４日（木）展開３時間目
千葉大学教育学部附属小学校 ６年１組

授 業 者 鏑木 康平
1. 第 3時 「あなたにとって、妖怪とはどのような存在？」
2. 目標

・アマビエや菅原別館の事例を通して、現代における多様な妖怪を知る。 ＜知識及び技能＞
・社会の変化に応じて、妖怪の姿も変化したことを理解することができる。
・個人の妖怪に対する見方や考え方を自覚し、その背景を考えることができる。

＜思考力・判断力・表現力＞
・社会と妖怪の関係を他者と考えたり、個人の見方や考え方を自覚し、その背景を考えたりする活動に積極
的に参加し、妖怪についての認識を深めようとする。 <学びに向かう力・人間性>

展開

時配 生徒の活動内容・学習内容 指導上の留意点（◇），評価（☆） 資料等

３分
全

２分
全

２分
全

１０分
班

３分
全

1. 前時の復習をする。

2. 学習問題を知る。

３． アマビエの動画（前半部分）を
視聴する。

（https://youtu.be/KcOVD80S3Hw）

４．アマビエがなぜキャラクター化さ
れたのかを、周りの人と考える。

・怖いのが嫌だったから。
・可愛くすると、人気が出るから。

５. アマビエの動画（後半部分）を
視聴する。

◇ 時代によって、妖怪の捉え方が
異なることを復習する。

◇ アマビエとはどのような妖怪
か、その概要を掴ませる。

◇ 社会の変化に応じて、妖怪の姿
も変化していることを抑える。

◇ 最低限、妖怪と社会が抑えるこ
とができれば良い。

◇ アマビエチャレンジを通して、
現代での妖怪の扱われ方を知
る。

ワークシート

アマビエの動画
資料

ワークシート

アマビエの動画
資料

あなたにとって、妖怪とはどのような存在？

１０分
個

５分
全

５分
全

5 分
全

６．妖怪はどのような存在か、またそ
れはなぜか、を個人で考える。

・アニメのキャラクターのような存在
・何か納得できないことがあった時、
説明する為に用いる都合の良い存在

７．学習問題に対するまとめを考え
る。

８. 出世の宿 菅原別館の話を聞
き、動画を見る。

９．３時間の授業を通した感想を書い
てもらう。

◇ できるだけ多様な意見を発表さ
せ、個人によって妖怪の捉え方
やその背景が異なることを理解
させる。

◇ 現代における妖怪への見方や考
え方の多様性を理解させる。

ワークシート

ワークシート

菅原別館の写
真、動画資料

ワークシート

3. 板書計画

７/14
（木）

・怖いのが嫌だったから。
→ 可愛くして、癒されたかった？
・可愛くすると、人気が出るから。
→ 商売になる？

あなたにとって、妖怪はどのような存在？

妖怪は「人の心を写す鏡」のような存在である。社会の変化により、そ
の社会に生きる人の心も変わり、生み出される妖怪の姿も変わる。

Q なぜアマビエは、可愛いキャラクター
になった？ 妖怪とはどのような存在か、

またそう考える理由について子

どもの考えを書き出す。

第 6 学年 社会科学習指導案
令和 4 年 7月 7日（木）展開 1 時間目
千葉大学教育学部附属小学校 6 年 1組

授 業 者 土屋 雅

1．第１時 妖怪って何だろう？
2．目標

・妖怪とそうでないものとの違いを自分なりに捉えることができる。 ＜知識及び技能＞
・妖怪に対して興味・関心を持ち、妖怪がどのような存在であるかを考えている。

＜思考力、判断力、表現力等＞
・周りの人の考えを取り入れながら自身の妖怪観と向き合うことができる。

＜学びに向かう力、人間性等＞
3．展開

時配 児童の活動内容・学習内容 指導上の留意点（◇），評価（☆） 資料等

導入
20分
全

展開
18分

18 分
個→全

1．事前アンケートの結果を共有す
る。

・あなたの知っている妖怪をすべて教
えてください（Q1）
・あなたは妖怪と聞いてどんなイメー
ジを持ちますか？（Q2）
・妖怪はどんな所に現れると思います
か？（Q3）
・妖怪はいつ現れると思いますか？
（Q4）
・妖怪はいると思いますか？（Q5）

2．学習問題を知る。

3．妖怪とそうでないものの仕分け活
動を行う。

・アマビエ（①）・カッパ（➁）
・悪魔（③）・神様（④）
・鬼（⑤）・妖精（⑥）

◇アンケート結果はあくまで個人の
意見であり正解はない旨を伝える。

◇できるだけ児童から自由な発言を
引き出す。

◇この学習問題は三時間を通して考
えてほしいものであり本時中に答え
が出るものではない。

◇仕分けやその理由に正解はないと
いうことを伝える。

☆妖怪か否かの判断を自分なりに行

パワーポイント
における、ラン
キング・円グラ
フ等での結果の
提示

黒板にパワーポ
イントで提示し
たグラフを貼る

ワークシート

ワークシート

妖怪って何だろう？

4．板書計画

まとめ
7 分
個

・①～⑥を妖怪かそうでないかで仕分
けし、その理由を書きだす（個人）

・どのように妖怪か否かを仕分けした
か（妖怪の仕分け方、仕分けの根拠）
を周りの人と確認、意見交換を行う。

・どのように妖怪かそうでないかの仕
分けを行ったのかと、その理由をクラ
スで共有する。

4．本時のまとめを行う。
・今回の授業を通して改めて自分にと
って妖怪とはどのようなものであるか
を考え、書き記す。

5．次時以降について知る。

うことができる（知識・技能）

◇この時に自分の意見が変わっても
よいということを伝える。

☆周りの人の意見を取り入れながら
自身の妖怪観と向き合うことができ
る（主体的に学習に取り組む態度）
☆興味・関心を持ち妖怪がどのよう
な存在であるかを考えることができ
る。（思考力・判断力・表現力等）

◇昔の人々と妖怪について学習する
ことを伝える。

黒板に貼る妖怪
たちのイラスト

ワークシート

事前アンケート結果

Q2

Q3

Q4

７月７日（木）

妖怪って何だろう？

〇これは妖怪？妖怪じゃない？
妖怪 妖怪じゃない

番号 番号理由 理由
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第 6 学年 社会科学習指導案

令和３年７月 13 日（水）展開２時間目
千葉大学教育学部附属小学校 ６年 1組

授 業 者 大川 遼馬
1. 第 2時 昔の人にとって妖怪はどのようなものだろう？
2. 目標

・江戸以前と江戸以後の妖怪観の変化を理解することができる。　＜知識及び技能＞
・昔の人が妖怪をどのように見ていたかを考えている。＜思考力・判断力・表現力等＞
・昔の人にとって妖怪はどのような存在かを理解しようとしている。＜学びに向かう力・人間性等＞

展開

時配 児童の活動内容・学習内容 指導上の留意点（◇），評価（☆） 資料等

３分
全

２分
全

７分
班全

６分
全

７分
班全

1. 前時の復習をする。

2. 学習問題を知る。

3. 今昔物語集を読んで、１０００年
前の人が妖怪をどのように捉えて
いたか考える。

・怖い存在
・人に危害を加える存在
・噂で広がっている

4. 当時の人は超自然的なものを合理
的に考えていたことを知る。

5. かるたと歌舞伎が３００年前の人
にとって何をするためのものか考
えよう。

・娯楽の対象であった。
・江戸の人に楽しまれていた。
・遊びの道具に使われた。

◇妖怪の仕分けが人それぞれであ
り、理由も様々だったことを共有
する。

◇妖怪が怖い存在であったことを捉
えさせる。
◇人のうわさによって妖怪が怖い存
在であることが伝えられていること
を捉えさせる。

◇昔の人は自分たちが理解できない
ことを合理的に考え、納得していた
ことを説明する。

◇ 妖怪が歌舞伎の演目や浮世絵の
題材に扱われるなど、親しまれ、娯楽
の対象になっていったことを考えさ
せる。補足説明として浮世絵を用い
る。
◇妖怪は娯楽の対象になっていった
ことを説明する。

パワーポイント

ワークシート

ワークシート
資料（今昔物語
集の漫画のコマ
①、②、③）

資料（北野天神
縁起絵巻④）

ワークシート
資料（かるた⑤、
歌舞伎⑥、浮世
絵⑦）

昔の人にとって妖怪はどのようなものだろう？

１０分
個全

２分
全

６分
個全

２分
全

6. 妖怪を楽しむものになった背景を
考える。

・生活に余裕が生まれた。
・世の中が平和になった。
・分からないことが少なくなった。

7. 新たに生み出された妖怪を知る。

8. 学習問題に対するまとめを考え
る。

9. 次時について知る。

◇社会の変化により、妖怪に対する
捉え方が変化したことを捉えさせ
る。
◇社会が平和になり、人々に心の余
裕が出てきたことを考えさせる。

◇アマビエがどのように生まれたの
かを説明する。
◇現在の鬼の姿は江戸時代に作られ
たものと説明する。

◇社会的な背景と一緒に変化をまと
めさせる。

◇次時は、現代の捉え方を考えてい
くことを伝える。
☆各時代の妖怪の捉え方を理解する
ことができる。（知識・技能）
☆各時代の妖怪の捉え方を考え、表
現することができる。（思考力・判断
力・表現力等）
☆昔の人にとって妖怪がどのような
存在だったかを理解しようとした。
（学びに向かう力・人間性等）

ワークシート
資料（時代の特
徴の比較表⑧）

資料（江戸以前
の鬼⑨、江戸以
後の鬼⑩、現代
の鬼⑪、江戸の
アマビエ⑫、現
代のアマビエ
⑬）

3. 板書計画

７/13（水）昔の人にとって妖怪はどのよ
うなものだろう 〇この２つは当時の人にとって何をするためのも

のだろう

分からないことが多く、社会が不安定の時は妖怪は怖いものであったが、社
会が平和になって生活に余裕が出てくると楽しむものにもなった。

〇今昔物語集から分かること

・怖い存在
・人に危害を加える存在
・噂で広がっている

・娯楽の対象であった。
・江戸の人に楽しまれていた。
・遊びの道具に使われた。

＜今からおよそ３００年前＞

⇒怖いもので
あった。

＜今からおよそ１０００年前＞
⇒楽しむものであ

った。

〇どうしてこのように変化したのだろう
・生活に余裕が生まれた。
・世の中が平和になった。
・分からないことが少なくなった。

7 月１３日（水） 2時間目ワークシート

年 組 番 名 前
学習問題

＜今からおよそ１０００年前＞

その理由

〇当時の人は妖怪をどのように捉えていたか今昔物語集から
分かることを書こう

当時の人にとって妖怪は

であった。

① ② ③

当時の人にとって妖怪は

であった。

＜今からおよそ３００年前＞

まとめ

その理由

〇この２つは当時の人にとって何をするためのものだろう
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２
時
間
目

７
月
13
日
（
水
）

授
業
者
：
大
川

遼
馬

前
回
の
復
習
（
多
か
っ
た
仕
分
け
パ
タ
ー
ン
）

い
な

ゃ
じ

怪
妖

怪
妖

①
ア
マ
ビ
エ

➁
か
っ
ぱ

⑤
鬼

③
悪
魔

④
神
様

⑥
妖
精

前
回
の
復
習
（
仕
分
け
の
理
由
）

い
な

ゃ
じ

怪
妖

怪
妖

日
本
の
も
の

外
国
の
も
の

こ
わ
い
・
い
た
ず
ら
を
す
る

や
さ
し
い
・
人
に
い
い
こ
と

を
す
る

言
い
伝
え
・
伝
説

架
空
の
生
き
物
だ
か
ら

学
習
問
題

昔
の
人
に
と
っ
て
妖
怪
は
ど
の

よ
う
な
も
の
だ
ろ
う

＜
今
か
ら
お
よ
そ
１
０
０
０
年
前
＞

〇
当
時
の
人
は
妖
怪
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
か

今
昔
物
語
集
か
ら
分
か
る
こ
と
を
書
こ
う

昔
の
人
は
自
分
た
ち
の
怖
い
も
の

や
分
か
ら
な
い
こ
と
を
妖
怪
の
せ

い
に
し
て
、
納
得
し
よ
う
と
し
て

い
た
。

〇
こ
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
理
由

＜
今
か
ら
お
よ
そ
３
０
０
年
前
＞

〇
こ
の
二
つ
は
当
時
の
人
に
と
っ

て
何
を
す
る
た
め
の
も
の
だ
ろ
う

〇
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
だ
ろ
う

今
か
ら
お
よ
そ
１
０
０
０
年
前

今
か
ら
お
よ
そ
３
０
０
年
前

・
お
米
が
あ
ま
り
取
れ
な
い

・
お
米
が
た
く
さ
ん
取
れ
る

・
戦
い
が
多
い

・
戦
い
が
な
い

・
病
気
で
亡
く
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た

・
病
気
で
亡
く
な
る
こ
と
が
少
な
い

・
学
問
が
発
展
し
て
い
な
い

・
学
問
が
発
展
し
始
め
た

・
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い

・
分
か
ら
な
い
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た

「
怖
い
」
→
「
楽
し
む
（
娯
楽
）
」

•
平
和
な
時
代
に
な
り
人
々
に
心
の
余
裕

が
生
ま
れ
た
。

•
病
気
や
食
料
不
足
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と

が
少
な
く
な
り
、
生
活
に
も
余
裕
が
生

ま
れ
た
。

〇
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
だ
ろ
う

（
今
か
ら
お
よ
そ
１
０
０
０
年
前
）

鬼
（
今
か
ら
お
よ
そ
３
０
０
年
前
）

（
現
代
）

ア
マ
ビ
エ

（
今
か
ら
お
よ
そ
３
０
０
年
前
）

（
現
代
）

ま
と
め

分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
社
会

が
不
安
定
の
時
は
妖
怪
は
怖
い
も

の
で
あ
っ
た
が
、
社
会
が
平
和
に

な
っ
て
生
活
に
余
裕
が
出
て
く
る

と
楽
し
む
も
の
に
も
な
っ
た
。
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